
1

平成２１年度動物実験倫理委員会報告

２）動物実験登録者

３）教育訓練出席者
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５：そう思う ４：どちらかといえばそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：そう思わない

評 価
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17%

⑦実験動物の健康管理を適切に行いましたか

⑥実験動物の飼養と保管を適切に行いましたか

⑧実験動物数の削減（Reduction）に努めましたか

計

⑫この実験は総合的にみてうまくいったと思いますか

⑪実験期間中、実験実施者の安全は確保されましたか

⑩施設を適切に使用しましたか

⑨実験動物の苦痛軽減（Refinement）に努めましたか
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45
５）自己点検・評価

①実験計画は適切でしたか

67 名

50 名

サ ル

1 匹

イ ヌ
４）使用実験動物

8 匹

モルモット

39 匹

②実験計画に沿って研究または教育を遂行しましたか

③当初の目的を達成しましたか

④十分な成果が得られましたか

⑤実験動物に愛護の精神で接しましたか

教 育

6 題

研 究

44 題
１）承認動物実験課題

総 数

50 題

マウス ラット
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